
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染成立（病気の症状が出る）を防ぐポイント 

① 感染源対策：早期発見で感染源を広げない 

② 感染経路対策：手洗い、咳エチケット、換気等 

③ 宿主対策：予防接種や規則正しい生活で体力

維持 

冬は空気が乾燥して、喉も肌も荒れやすくなり、

細菌やウィルスが体に侵入しやすくなります。 

こまめな水分補給や保湿も効果があります。 

 

●園医 渡辺医師より：乳幼児のいる家庭では、

保護者や同居家族も一緒に感染症になることが 

よくあります。家庭内感染予防のためには、帰 

宅時やトイレ後の手洗いなどで感染源を持ち込 

まない広げない工夫とともに、大人も朝食をしっ

かり食べ、体調維持を心がけることが大切です。 

ほけんだより 

せきの風邪、おなかの風邪が流行りやすい季節になりました。11月の園内の感染症傾向は、突然の高熱や

咳、嘔吐の症状が数日続く『名もなき風邪』が中心でした。地域では、インフルエンザやアデノウィルス、

溶連菌感染症などの流行が続いています。年末年始の慌ただしい時期となりますが、『備えあれば憂いなし』。

できるだけ規則正しい生活にして、手洗い・換気などで体を守り、元気に新年を迎えましょう。 

☆11月の感染症報告：新型コロナ、インフルエンザA、アデノウィルス、溶連菌感染症、中耳炎、蕁麻疹 他 

★部屋の換気・湿度・温度の調節目安 

 冬の室温の目安は20〜23℃ 湿度60％前後です。 

１時間に１回、5分程度の換気をしましょう。 

●病気
びょうき

の予防 できること● 

２０２３年１２月 

学校法人織田学園 

おだ認定こども園 
感染症情報は、れんらくアプリ 

『園からのお知らせ』参照 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

●かぞくみんなで 『あいうべたいそう』● 
顔、特に口の周りの筋肉を鍛え、鼻呼吸にすると、感染予防・虫歯予防・ことばの発達等に良い影響があ

ると言われています。『あいうべたいそう』は1日３０回が目安。家族みんなでトレーニングしましょう！ 

意識する筋肉は… 

あ…口の周りと舌につながる筋肉 い…口の周りと顔、首の筋肉 う…唇を囲む筋肉 べ…舌の筋肉 

 

◎こども準夜診療所（小児科のみ・年末年始無休） 

・電話：042-375-0909 時間：19時～21時45分 

・受診時の持ち物：健康保険証・乳幼児医療証・お薬手帳等 

 ※受診前に、電話連絡をお願いします。 

◎多摩市・隣接他市（八王子・町田・日野・稲城）休日診療情報 

https://www.city.tama.lg.jp/kenkofukushi/1008237/iry

o/1002731.html 

◎東京都耳鼻咽喉科医会 都内耳鼻咽喉科休日診療案内 

 http://www.tojibi.jp/ippann.html 

◎東京都医療機関・薬局案内サービス『ひまわり』 

https://www.himawari.metro.tokyo.jp/qq13/qqport/to

mintop/ 

◎東京消防庁 東京版救急受診ガイド 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-

kyuuimuka/guide/main/ 

 

 

 

●年末年始の医療機関案内● 
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